岩手 県 公認 キャ ラク ター「 ケ ロ 平 」 の 利用 に 関す る 規定 


(目的 ) 
第 1 条 この 規程 は 、「 ケ ロ 平 」 の イラ スト (イラ スト か ら 作 成 し た 立体 物 も 含む ) 並び 
に 「 ケ ロ 平 」 の 写真 及び 動画 (以下 「 イ ラス ト 等 」 と いう 。) を 利用 する 際 に 必要 な 事 
項 を 定め 、 も っ て 岩手 県 の PR、 県 産品 の 販路 拡大 、 県 の 産業 振興 等 に 寄与 する こと を 
目的 と する 。 
































































































































(利用 の 許諾 ) 

第 2 条 イラ スト 等 を 利用 し よう と する 者 (以下 「 利 用 申請 者 」 と いう 。) は 、 あ ら か じ 
め イ ラス ト 等 の 利用 申請 を 行い 県 南 広域 振興 局長 (以下 「 局 長 」 と いう 。) の 利用 許諾 
を 受け な けれ ば な ら な い 。 

2 前 項 の 規定 に か か わら ず 、「 別 記 岩 手 県 公 調 キャ ラク ター 「 ケ ロ 平 」 デ ザイ ン 及 び 仕 

様 」 に 定め る デザ イン 又は 写真 若しくは 動画 を 利用 する 場合 で 、 次 の 各 号 に 該当 する 場 

合 は 利用 申請 の 手続 き を 省略 する こと が で きる 。 

(1) 国 、 県 、 市 町 村 等 が 公共 目的 で 使用 する 場合 

(2) 報道 機関 が 報道 目的 以外 の 放送 又は 記事 等 に 利用 する 場合 

(3) 県 が 後援 又は チー ム ケ ロ 平 が 出動 (本 体 の 貸出 し も 含む 。) する イベ ント 等 の 主 

催 者 が 、 イ ベン ト 等 の 告知 物 又は 記録 物 を 作成 する 場合 。 

3 前 項 の 規定 に か か わら ず 、 イ ラス ト 等 の 利用 が 、 著 作 権 法 (昭和 45 年 法律 第 48 号 ) に 定 
め る 著作 権 の 制限 に 該当 する 場合 は 利用 申請 を 要 し な い 。 
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(利用 の 申請 ) 

第 3 条 前 条 の 許諾 を 受け よう と する 者 は 、「 岩 手 県 公認 キャ ラク ター「 ケ ロ 平 」 利用 申 
請書 (別記 様式 第 1 号 の 1 又は 2) に 次 の 書類 を 添え て 、 局 長 に 提出 し な けれ ば な ら な 
い 。 

(1) 会 社 概要 等 、 利 用 申請 者 の 事業 内 容 が わか る 資料 
(2) 利用 目的 が わか る 企画 書 又は チラ シ 等 

(3) イラ スト 等 の 利用 状況 、 デ ザイ ン が わか る 完成 見 本 等 
(4) その 他 局 長 が 必要 と 認め る 書類 

(利用 許諾 の 手続 ) 

FAR 局長 は 、 前 条 の 規定 に 基づく 利用 申請 が あっ た 場合 は 、 そ の 内 容 を 審査 し 、 当 該 
利用 が 第 1 条 に 掲げ る 目的 に 合致 する と 認め られ る 場合 、 利 用 許諾 を する こと が で きる 。 

な お この 場合 に お いて 、 局 長 は 必要 が ある と 認め る 場合 に は 、 イ ラス ト 等 の 利用 方 法 
その 他 に つい て 、 条 件 を 付す る こと が で きる 。 

2 イラ スト 等 の 利用 許諾 の 期間 は 、 許 諾 し た 日 か ら 2 年 を 経過 する 日 を 超え な いも の と 
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< 該当 する 場合 は 、 そ の 利用 を 許諾 し な いも の と する 。 
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(利用 上 の 遵守 事項 ) 
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(1) 許 論 され た 利用 
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(3) 第 4 条 の 許諾 を 受け た 権利 を 譲渡 又は 転貸 し な いこ と 。 
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許諾 (第 6 条 の 規定 
左 の 許諾 が あっ た と き は 、 そ の 変更 後 又は 期 
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(3) 申請 書 の 内 容 に 虚偽 の ある こと が 判明 し た 場合 
(4) 第 5 条 各 号 の いずれ か に 該当 する に 至っ た 場合 
(5) その 他 イ ラス ト 等 の 利用 継続 が 不適 当 で ある と 認め られ た 場合 
こよ る 利用 許諾 の 取消 に より 利用 者 に 生じ た 損害 に つい て 、 一 切 





2 局長 は 、 前 項 の 規定 
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3 局長 は 、 利 用 者 に イラ スト 等 の 利用 状況 等 に つい て 報告 


きる も の と する 。 
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第 11 条 第 3 条 の 規定 に 基づき 申請 を 行っ た 者 は 、 そ の 申請 ヤ 
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第 12 条 この 規程 に よる 利用 許諾 は 、 利 用 者 が 自己 の 商標 や 意 区 と する な ど 、 独 占 し て イ 
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て 県 が 推奨 を 行う も の で は な い 。 






































(経費 等 の 負担 ) 
第 13 条 振興 局 は 、 こ の 
費 又 は 役務 を 負担 し な 
(損失 補償 等 の 責任 ) 
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第 14 条 振興 局 は 、 イ ラス ト 等 の 利用 を 許諾 し た こと に ま 
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これ に 対し 全 責 任 を 負い 、 振 興 局 に 迷惑 を 及ぼ さ な い よう に 処理 する も の と する 。 
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た 損害 を 振興 局 に 賠償 し な けれ ば な ら な い 。 
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図る 観点 か ら 、 イ ラス ト 等 





の 利用 許諾 の 状況 等 に つい て 

















第 16 条 この 規程 に 関す る 事務 は 、 県 南 広域 振興 局 経 営 企画 部 が 行う 。 





第 1 7 条 この 規程 に 定 
別に 定め る 。 
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この 規程 は 、 平 成 30 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 














別記 岩手 県 公認 キャ ラク ター「 ケ ロ 平 」 デ ザイ ン 及 び 仕 様 
る 指定 色々 


RE; 
EM 






E 目 の 中 の 色 K100% 岩 の 濃い 部 分 の 色 K80% 
体 の 基本 黄 緑 色 C50% Y100% 岩 の 中 間 の 色 の 部 分 K70% 
O 背中 の 模様 の 深緑 色 C85% MIO% Y100% K10% a K60% 
④ 腕 の 模様 の 深緑 色 075% Y75% = 7 
® 口 の 中 の 色 C15% M100% Y90% K10% ⑪ 扇子 の 薄い 色 の 部 分 C30% M50% Y75% K10% 
湯のみ の 色 C85% M60% Y100% K35% ⑫ 扇子 の 濃い 色 の 部 分 025% M40% Y65% 
® 


湯のみ 中 の 色 (5) C85% M60% Y100% K65% 体 の 線 の 色 K100% 











(1) 「 ケ ロ 平 」 の 色 は 、 原 則 と し て 指定 色 か 単色 ( 黒 一 色 な ど ) の 利用 と な る こと 。 や む を 得 な い 事 情 , 
より 変更 する 場合 は 、 イ ラス ト 等 の 同一 性 が 確認 で きる 場合 に 限り 許諾 する こと 。 
(2) た て ・ よ こ 比 率 を 変え て 変形 し た り 、 上 記 デ ザイ ン の 一 部 の 省略 ・ 変 更 は 認め な いこ と 。 
(3) キャ ラク ター の 同一 性 が 認め られ る 範囲 で 、 衣 装 や 小物 を 身 に つけ る こと は 可能 で ある こと 。 但し 、 
新た な デザ イン を 作成 する 場合 は 、 予め デザ イン デー タ を 、 350d i p 以 上 の j p g 又 は PDE 形式 で 局長 
に 提出 の うえ 、 事 前 に 協議 する こと 。 な お 、 提 供 さ れ た デー タ に つい て は 、 許 諾 後 、 振 興 局 が 自由 に 利 
用 ・ 頒 布 で きる も の と する こと 。 
(4) 申請 に よる 場合 は 、 許 諾 番号 及び 権利 等 表記 (「e2013 岩手 県 ケロ 平 40000 designed by セン ワウ 
ェ ン ルー」) を 、 又 は 「e2013 IWATE PREF. KEROHIRA ¿9000 DESIGNED BY SEN WENRU」) を 、 第 2 条 
第 2 項 に より 利用 申請 手続 き を 省略 し た 場合 に お いて は 、 同 条 第 3 項 に 該当 する 場合 を 除き 、 権 利 等 表 
記 「e2013 岩手 県 ケロ 平 」 又 は 、「e2013 IWATE PREF. KEROHIRA」 を 付記 する こと 。 
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O 目 の 中 の 色 K100% O 岩 の 濃い 部 分 の 色  K80% 
② 体 の 基本 黄 緑色 K30% ⑨ 岩 の 中 間 の 色 の 部 分 K70% 
③ 背中 の 模様 の 深緑 色 K60% DM 岩 の 薄い 部 分 の 色  K60% 
O 腕 の 模様 の 深緑 色  K50% ⑪ 扇子 の 薄い 色 の 部 分 K60% 
© 口 の 中 の 色 K70% ⑫ 扇子 の 濃い 色 の 部 分 K70% 
⑥ 湯のみ の 色 K70% Q 体 の 線 の 色 K100% 
⑦ 湯のみ 中 の 色 (5) K80% 











(1) 「 ケ ロ 平 」 の 色 は 、 原 則 と し て 指定 色 か 単色 ( 黒 一 色 な ど ) の 利用 と な る こと 。 や む を 得 な い 事 情 に 
より 変更 する 場合 は 、 キ ャ ラク ター の 同一 性 が 確認 で きる 場合 に 限り 許諾 する こと 。 

(2) た て ・ よ こ 比 率 を 変え て 変形 し た り 、 上 記 デ ザイ ン の 一 部 の 省略 ・ 変 更 は 認め な いこ と 。 

(3) キャ ラク ター の 同一 性 が 認め られ る 範囲 で 、 衣 装 や 小物 を 身 に つけ る こと は 可能 で ある こと 。 但 し 、 
新た な デザ イン を 作成 する 場合 は 、 予め デザ イン デー タ を 、 350 d i p 以 上 の jp g 又 は PDF 形式 で 局長 
に 提出 の うえ 、 事 前 に 協議 する こと 。 な お 、 提 供 さ きれ た デー タ に つい て は 、 主 諾 後 、 振 興 局 が 自由 に 利 
用 ・ 頒 布 で きる も の と する こと 。 

(4) 請 に よる 場合 は 、 許 諾 番号 及び 権利 等 表記 (「e2013 岩手 県 ケロ 平 0000 designed by セン ウ 
ェ ン ルー」) 又は [02013 IWATE PREF. KEROHIRA +90 00 DESIGNED BY SEN WENRU」) を 、 第 2 条 第 2 
項 に より 利用 申請 手続 き を 省略 し た 場合 に お いて は 、 同 条 第 3 項 に 該当 する 場合 を 除き 、 権 利 等 標記 
[02013 岩手 県 ケロ 平 」 又は 「e2013 IWATE PREF. KEROHIRA」 を 付記 する こと 。 


































































































